
 

 

 

 

 本校では、今年度よりコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）が始まります。 

 「コミュニティ・スクールって何？」、「今までと何が変わるの？」などのコミュニティ・スクールに関する疑問

や本校での取り組みについて、「うちとく CS通信」を通じてお知らせしていきたいと思います。疑問や質

問、取り上げてほしいテーマなどありましたら、各部の地域連携・交流教育係までお寄せください。 

 

 

 

     「学校運営協議会」を設置した学校のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、子供たちを取り巻く環境や学校が抱える課題は複雑化・多様化しています。 

学校や子供たち、地域が抱える様々な課題を学校だけに任せるのではなく、地域全体で解決を図る必要性

があります。 

 

 

 

 

コミュニティ・スクールは、「地域とともにある学校づくり」に有効なツールです。 

本校でも、これまで児童生徒が交流及び共同学習や、その他の教育活動で地域の方々と関わってきたつな

がりをベースに、よりよい学校づくり、地域づくりに向かって、コミュニティ・スクールというツールを活用し

ていきたいと思います。（※資料２：活用する目的参照） 

 

教職員、保護者、地域の方々みんなが当事者となり、一体となって子供たちを育む「地域

とともにある学校」を目指し、一緒に考えていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

うちとくコミュニティ・スクールつうしん Vol.1  2025.5.16 

内原特別支援学校 

地域連携・交流教育係 

コミュニティ・スクールって？ 

学校運営協議会とは・・・  【地方教育行政の組織及び運営に関する法律 第 47 条の 6】に基づき 

主に３つの機能をもっています。 

○校長が作成する学校運営の基本方針の承認をすること 

○学校運営について、教育委員会または校長に意見を述べることができること 

○教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述べることが

できること                              ※資料１：組織図参照 

学校と地域が目標や課題を共有し、協議する仕組み ＝ コミュニティ・スクール 

 

 

参考：文部科学省「コミュニティ・スクールのつくり方」 

   鈴木廣志氏によるCSマイスター派遣研修会資料 



資料１：＜コミュニティ・スクールの組織図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※鈴木廣志氏によるCSマイスター派遣研修会資料より抜粋 

 

資料２：＜コミュニティ・スクールを活用する目的＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※鈴木廣志氏によるCSマイスター派遣研修会資料より抜粋 


